
【１．はじめに】 

 アルミニウムペーストは、塗料・インキ用顔料

として用いられることが主流であるが、樹脂成形

用メタリック着色材としても用いる事が出来る。 

しかしながら、アルミニウムペーストのように鱗

片状顔料を用いて射出成形した成形物は、ウエル

ドラインが発生し、外観を悪くする場合がある。

そこで、ウエルドラインを抑制するために開発し

たアルミニウムフレーク(ノン・ウエルドアルミ)

および、それを用いて商品化したマスターバッチ

METAX®シリーズを紹介する。 

 

【２．ノン・ウエルドアルミ】 

 鱗片状顔料を射出成形に用いると、金型形状に

より樹脂の流れが分岐-合流する場合、その合流点

から流れに対し両サイドで並行に鱗片状顔料が

配列するため、その境界部分が黒い筋状に見える

(この筋が見える現象をウエルドラインと言う)。

この筋は特に顔料の偏平度が高い場合、さらには

粒子径の分布幅が大きい程、顕著に発現する。逆

に言えば偏平度が低く、粒度分布を狭くすること

ができれば、ウエルドラインを目立ち難くするこ

とが可能となる(発現イメージ：図 1)。 

そこで、アルミニウムフレークに厚みを持たせ

(図 2)、尚且つ粒度分布をシャープにし(図 3)、ウ

エルドラインが目立ちにくくなるアルミフレー

クを製造する技術を確立し、“ノン・ウエルドア

ルミ”を開発した。 
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【３．METAX®シリーズ】 

METAX®シリーズは、ノン・ウエルドアルミを

用いたプラスチック着色用マスターバッチで、各

種樹脂に適用できるように商品ラインアップし

ており、主なものを表 1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４．新たな商品ラインアップ】 

新たにプラスチック用着色材として開発し、ラ

インアップしている商品について、以下紹介する。 
 

＊高濃度マスターバッチ 

市場のニーズに応え、アルミニウムフレークを

高濃度(70wt.%)に配合したタイプのマスターバ

ッチ METAX NEOTM シリーズを開発し商品化

している。キャリヤー樹脂は LDPE。この商品は、

ポリオレフィン等衛生協議会のポジティブリス

トに登録されており、様々な用途に広く使用する

ことが出来る。 
 

＊干渉色マスターバッチ 

干渉色アルミ顔料(CHROMASHINE®)を用い

て開発したマスターバッチ METAX CHROMA®

シリーズは、見る角度によって色調が変わるため、

プラスチック成形品に新たな付加価値を創出す

ることができる。 

 

 

【５．おわりに】 

 市場では商品の差別化を図るため、プラスチッ

ク成形品における仕上がり外観のレベルアップ

要求も高まってきている。そのため、シルバーメ

タリックにおける色調とウエルドレスとが、さら

に両立することへの期待は大きい。今後も様々な

お客様が満足して使える、ニーズに合った技術、

商品の開発を行っていく。 

PA 5
粒子感のないバルク金属
に近い質感が得られます
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PE、PP、ABS、 AS、6ﾅｲﾛﾝ主なキャリヤー樹脂

　表1.　ノン・ウエルドアルミのラインアップ

粒子感のある高明度な
メタリック感が得られます

ウエルド抑制効果に優れます
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